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crosphere法を用いてサノレ脊髄の血流動態を観察した。
馬尾の支配動原の結禁による血流変動と，坐骨神経の鵜
裁に対する血流変動を馬昆・円錐部で測定した。結実主群
では円錐部にも血流の減少が見られ，また末梢神経の剰
設に対する円錐部の皐流の増加は軽度で、あった。従って
馬尾の錆環揮害は円錐部の卑行不全をも招来させ，馬
産・円錐蔀のE童血iこより間歎性鼓行が発現すると推察し
た。 
33.急性中心性頚髄損傷の臨来的検討
。小林彰，大井利夫，佐久)1輝章
北島忠昭，大茜正衰 (上都賀〉
当説および関連病院における急性中心性頚髄損傷32候j
につき，神経学的所見に基き頚髄の横位診新を試み，そ
の障害範囲の広がりによ担本損蕩を上設聖，四肢型 1， 
四肢型亙の 3型に分類した。これら 3型につき種々に検
討し，病態生理医子iこ循環霞害が強く関与している事を
述ベ，上肢型泣動脈障害，西肢型i主動探障害;こ加え静寂
捧害が大であると推定した。治療は保存療法が原郎であ
ヲ静部系を破壊する権弓切除備は好ましくないと考え
た。 
34.額面iこ膏折をおこした牢状藤機能克進症の 1倒
。斉藤正仁，土屋恵一，上野正純
〈県立{左京〉
症例は63歳女性。邑院にて右大腿骨々訴の術後，機能
訓練を吾的として入院。 X線像で全身の著明な osteo-
porosisを認め，精査の結果， Hyperthyroidism による 
osteoporosisと診断した。原疾患の治療と共に，慎重に
機能訓練を開始したが，入院中，同{期大腿骨に 2度iこ亘
る骨折を生じ，吐血等の全身状態悪化のため治療に難渋
した。 Hyperthyroidismによる osteoporosisは骨代欝
完進によるものとされているが，それによる病的骨折は
撞めて稀れである。 
35.当院における距骨膏訴の治蜜経験について 
0高野正一，重広信三郎，中村勉
語重克彦 〈県立東金〉
過去12年開に加療した16例の1i1e骨々折の治療成績につ
き考察した。受傷後 6...8還に生ずる talardomeの 
atrophyの有無は avasularnecrocsis発生を知る良いメ
ルクマーJレとなった。頚部骨折では Watson-Jones分類
の type n;Hこ avascularnecrosisの発生が多く見られた
が，受毎後亘ちに整復された症例には生じなかった。距
塵麗箭冨定術を行った症例では， revascularizationの促
進を見る事も無く，臨床成績はむしろ不良であった。 
36.当院における或入の化膿性関節炎について 
0鈴木洋一，山下武広，野平勲一
金田憲一 〈千葉市立〉
昭和49年よ予 55年迄に当践にて11傍12関館の住膿性爵
諦炎を経験した。原因は関節穿刺ステロイド注入による
ものが7関節と退半数を占めた。関館穿剰ステロイド注
入の適応を畿しくすべきことを強調した。慢性関節リウ
マチは 7例あ担金例重症例で，その臨床経過が炎症の急
性増悪と誤診された症例があった。治療は主に局所持続
洗浄法を施行しているが， 7例中 2 -WUの再発伊jを経験し
た。治薬については今後とも検討してゆきたい。 
37.アキレス麗断裂一一経皮的議合法の治掠経験
。鄭元治，土JI秀記，矢島敏晴
〈清水厚生〉
薪蘇アキレス麓断裂;こ対し1978年以来経皮的縫合語
〈経皮法)を一部に採用しているが，今回経皮法10例，
神中法10鰐を調査し比較検討した。経皮法は持中法;こ詑
ベ手術侵襲が小さく手技も容易であった。再断裂が工
例，筋力低下が 2伊jあったが，これらは後療法に賠題の
あった症例で、あり，また調査時自常生活iこ支障誌なかっ
た。経皮法は手傍適応を選べば憂れた治療法であると思
われる。 
38.最涯の当院におけるアキレス腫断裂の手街法
。察永南，友巻詰，鍋島和夫
関i寄託之，堂後昭憲，黒自重史
(JfI鉄〉
われわれは昭和50年4月以降，新鮮アキレス捷際裂に
対し，讃切開と Anchoringsuturε の組合せにより 49例
に手祷を撞行した。男30摂J，女19摂jであった。日常生活
動作及び運動動作について25傍に宣接検診， 10例に対し
アンケ}ト調査を諸行した。結果，満足すべき成績を得
た。我々の方法では，皮膚の癒葉が目だたなく，皮賓と
鍵の譲着が最小限で乾による愁訴が少ない。また縫合時
適度存提の緊張が得られるため，鍵の短縮が起りにく 
ハ。l
39.当院に於iする小児骨折について
。西山秀木，松原保，国井芳靖
大須英夫 〈詔津市立〉
当院に於ける遥去§年間の小児骨折患者総数 (15歳以
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下)詰358例，全外来患者に対する比率は 1.2%を呈し  
9年間増大額向をみなかった。部位別では鎖骨，上腕骨
穎上，前腕骨に多かった。受傷京国として落下が最も多
く，近年交通事故は減少しスポーツによる受蕩は増加し
ている。観血的治療を要した症例は16%と抱家の報告に
比し多いが，他院よりの手術適応症例の転送，上腕骨内
債j上穎骨折の観血的療法が多い為と思われる。 
40.小児上腕骨穎上骨折の保存的事法について
。武内重樹，斎藤隆，宣保靖彦
平山博久 (語橋中央〉
昭和46年11月よ担昭和54年12月までに，小児上腕骨頼
上骨折37例に対し垂直牽引療法が蒐行された。今回目併
を産接検診し，遠弱成積を検討し良好な結果を得た。
重重牽引療法は，徒手整復なしにほぼ濡足しうる整復
イ立が得られ，内反射防止に有効であワ，内反討を認めて
も軽変である。前方凸変形は矯正しにくいが，長期間に
小児のE盛な自家矯豆力により改善され，この変形によ
ヲ揺来される機能葎害は，ほとんど認めない。 
41.小児上腕骨頚上昏折の治察成績
。加藤義治，大木鍵資，音琴勝
嫌田栄 (君津中央)
久米遥生 (久米整形〉
昭和48年 4月よ予，本年 7月までに当科を受診した小
売上腕骨穎上骨折47併に非観車整復後経皮的 K-Wire
罷定〈韓親!Jより 2本)を中心とする治療を行主った。今
回この47例のうち32{fyに平均3.4年の追跡調査を撞行し
た結果，肘関節可動域については，溝足すべき結果を得
たが， Carrying angleの減少額向を認めた。内反討発
生に関しては，末檎骨片の壌調j凸轄転が最大の要因であ
るが，能に骨場部の発育異常と考えざるを得ない症例も
存在した。 
42.筋性斜頚観車的治察艇の予後 
0高田啓一，竹内孝，村山憲太
吉野紘正 〈盟立習志野〉
筋性斜頚観血的治療伊jの中で，現在10歳以上になった
症例を追跡調査した。術後成績は問題なかったが， l患者
側の不請は手術擁護であった。胸鎖手L突筋下端の皮j言切
翼線は，調査時には，さまざまな場所に移動してお予，
幅 2mm以上の過剰療痕辻全例鎖骨上に乗っていた。 1
歳前後に手術適応のなかった軽症斜頚例には，ある時期
に急激な斜頚増悪が見られる症例も多いため，成長率冬了
まで経過観察を続ぜる必要がある。 
43.先天性葺甲骨高位華 (Sprengel痛〉に対する  
Chigot法iこよる手術治験例 
0椀生揚久，石匪三郎，上原朝
(接ケ丘育成富〉
辻陽雄 (富山医科薬科大〉 
1891年 Sprengelが先天性奇形として肩甲骨高位症を
詳細に報告した。この疾患に対する手術も，いろいろあ
るが，報告された手術併はわずか20数例である。手箭の
言的は，変形と肩関室長運動制限の著明主ものを対象とす
る。過去報告された手術は，高位にある罵甲骨を引き下
げ，ひき下げた位置に固定保持を目的としたが溝足のい
く箭式はきめがたい。 1970年に Chigotが肩甲骨内側2Js
を境除するのみで，比較的長好江結果を示したので追試
し，一応紡詳のいく帯式とみなした。 
44.先天投下腿偽罷箆蓮の 1例
。高播淳一，小野豊，新井貞男
(千葉労災〉
先天性下腿鵠関節症の一例を経験した。生下時より左
下腿響曲があ予，生後 6カ月で下腿偽関節となった。生
後 7カ月で髄内釘十骨移譲を行うも骨E歩合得られず，保
存的療法を経て生後 3年で，病的骨膜切除十フ。レート固
定十骨移植により骨ゆ合が得られ現在 4議で下肢の磯龍
も良好である。本人と母親，祖父に神経線維撞症の所見
があり，病変部に異堂に把厚した骨膜と隷維性骨異形成
症の所見が組織学的に認められた。 
45.ペルテス病の治療或績
。亀ケ谷真琴，秩田議，今井克己
平松建一 (千大〉
土星恵一〈巣立佐原〉
吉野紘正〈国立習志野〉
昭和34年以後加察したペルテス氏病患者85例中，重接
検診した42例に治療法足立成績を検討した。調査対象は， 
A中間位免帯群20例24関節， B内捷外転位免荷群22例22
関節である。 X線成讃は mose法.AHIを使った。 X
線総合成績は B群が長好で、あった。初診時年齢 5歳以下 
Catterall分類 1.豆型は再群とも良好であり， 6議以
上 m.w型では B群がよ担良好だった。又 Headat risk 
の存在倒は予後が悪く， A群では， 20例中 8伊jが初期間
筋症であった。
